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NY マーケットレポート（2017 年 3 月 27 日） 

 

NY 市場では、米国の医療保険制度改革（オバマケア）代替法案が採決に至らず失敗したことが引き続き材料視され、米国の経済政策の先行き

不透明感を背景に、序盤からドルは主要 10 ヵ国の通貨すべてに対して軟調な動きとなった。 

その後は値頃感のドル買い戻しに加え、下落して始まった株価が下げ幅を縮小する動きとなったこと、米債券利回りが上昇に転じたことなどから、

ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

≪海外の話題≫ 

 

ズマ南ア大統領は、ゴーダン財務相とジョナス副財務相に英米で 1 週間行う予定だったロードショー（機関投資家向け説明会）の中止

を命じた。ズマ大統領の報道官は、中止理由については明らかにしていないが、ズマ大統領が内閣改造の準備を進めているとの見方が

強まった。これを受けて南ア・ランドが大幅安となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2 月メキシコ貿易収支 6.84 億 USD（予想 -4.00 億 USD・前回 -32.49 億 USD） 

 

1 月メキシコ経済活動 IGAE(前年比)  2.96％（予想 1.90%・前回 2.08%） 

 

 
出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

 

23：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3 月ダラス連銀製造業活動指数 16.9（予想 22.0・前回 24.5） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

ECB 公的部門購入プログラム 

           3 月 24 日・3月 17 日・3月 10 日・ 3月 3日・ 2 月 24 日  

公的部門・・・・・・・14498.9・・14354.5・・14194.4・・14038.7・・13876.7 

資産担保証券 ABS・・・・240.0・・・237.8・・・238.2・・・235.7・・・235.4 

カバード債・・・・・・ 2151.8・・ 2146.7・・ 2137.9・・ 2131.4・・2121.9 

（億ユーロ） 
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≪ポイント≫  

 

フランス大統領選挙世論調査（オピニオンウェイ）は、各候補の支持率について、ルペン国民戦線（FN）党首は 26％（20 日時点 27％）、

マクロン前経済相は 24％（24％）、フィヨン元首相は 20％（18％）と報じた。決選投票ではマクロン氏対ルペン氏なら 61％対 39％（20

日時点 61％対 39％）、フィヨン氏対ルペン氏なら 58％対 42％（55％対 45％） 

 

 

2：00 

≪米財務省 2年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・1.261％（前回 1.230％） 

最低落札利回り・・・・1.140％（前回 0.888％） 

最高利回り落札比率・・・85.23％（前回 9.92％） 

応札倍率・・・・・・・・2.73 倍（前回 2.82 倍） 

 

 

2：10 

≪ 要人発言 ≫ 

エバンズ・シカゴ連銀総裁 

 

・「今年の利上げは 2-3 回が適切だろう」 

・「米経済は恐らく完全雇用の状態だ」 

・「自分の金利予想は予測の中央値より低い」 

 

・「コア PCE インフレは、2019 年まで 2％に到達しないだろう」 

・「今年の経済成長率は 2.25％を予想」 

・「経済が本格的に好調となれば、今年 4回の利上げあり得る」 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、前週末に米国のオバマケア代替法案が撤回され、米経済政策の先行き不透明感から投資家のリスク回避姿勢が強まり、

主要株価は軟調な動きとなった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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3：30  

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 7.20 ドル高の 1オンス＝1255.70 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は前週末に米国のオバマケア代替法案が撤回され、トランプ政権の政策運営に対する不安が強まったことから、比較的安全な資産

とされる金が買われた。また、ドルが主要通貨に対して下落したことも好感され、終値ベースでは 2月 27 日以来 1ヵ月ぶりの高値水準

となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.24 ドル安の 1バレル＝47.73 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、 OPEC とロシアなどの OPEC 非加盟国が原油の協調減産を延長するかどうか不透明との見方を背景に売りが優勢となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米政権による今後の経済政策運営への懸念が広がったことが引き続き材料視され、主要株価は軟調な動きとなった。 

また、日本や欧州の主要株価が下落するなど、株安が世界的に連鎖したことも影響した。 

その後は下げ幅を縮小する動きとなり、ナスダックはプラス圏まで上昇して引けた。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国のオバマケア代替法案が撤回されたことで、米国の経済政策の先行きに不透明感が広がったことが引き続き材料

視され、序盤はドルが主要通貨に対して軟調な動きとなった。ただ、ドル/円では 110 円台前半で値頃感の買い戻しが入ったことや、下

落した株価が下げ幅を縮小する動きとなったことを受けて、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

 

出所：総合分析チャート 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


